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　エ.　武道の指導体制における実施時期                                                                          
7月までに実施されたのは、2校であった。他は9月から12月で実施されてい
た｡ 	特に、柔道は安全対策として夏休み期間中に指導者講習会などが行われ
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たこと、8月に全国中学校総合体育大会が開催されたこと及び夏季の熱中症・
冬季の寒さなどを考慮しての安全対策と考えられる。
5. まとめ
　2012年4月より新中学校学習指導要領が実施され、武道が必修授業となった。
今回、佐賀県の中学校武道授業の状況を調査した結果、次のような知見を得た。
（1）	全国の中学校では、柔道を選択している学校が約65%を占めている中、佐賀県で
は、約77%の学校が剣道を選択していた。このことは、県内で少年剣道が盛んに
行われ、過去に全国中学校総合体育大会でも優勝や上位入賞がなされていること
などから地域と密着していると思われる。
（2）	 	武道指導ができる体育教諭(93人)、武道指導ができる体育以外の教諭(62人)と数
多くの武道経験者教職員が採用されているが、武道の精神性をどのように伝える
か、教育としての武道の多面性や事故防止の対策も課題としてある。外部指導者
と連携して授業を行っている学校では、2人で指導することで安全面の確保や専
門的な指導により技能・意欲の向上及びきめ細やかな指導をすることができて
いるなどの成果があったが、外部指導者の選考・時間の調整及び確保などの課題
があった。
（3）	施設では、武道場を設置してあるのは22校で全体の37％であった。しかし、武道
場が狭く40人の一斉授業は難しいと思われる。剣道やなぎなたは、体育館でも実
施できることから施設面は問題ない。しかし、柔道授業においては、体育館に畳
を敷くなどの代替で実施されており、畳の準備や後片付けに時間を要し、授業時
間を有効に活用できていない面や畳のずれによるケガなどの事故防止の対策も
課題としてある。
（4）	剣道の授業では、体育着で実施されている学校がほとんどであり、剣道衣・袴を
着けないで行う剣道は、教育目標である伝統文化の尊重の指導とはかけ離れてい
ると思われる。
（5）	武道授業の実施時期は、安全対策などを考慮して秋季に実施されていた。
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